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別記様式（第４条関係）

会 議 録

会 議 の 名 称 第１７回朝霞市新型コロナウイルス対策本部会議

開 催 日 時

午前９時３０分から

令和２年１１月１８日（水）

午前９時４０分まで

開 催 場 所 朝霞市役所別館２階 全員協議会室

出 席 者

富岡市長、關野副市長、三好教育長、神田市長公室長、毛利危機管理監、須

田総務部長、宮村市民環境部長、三田福祉部長、麦田こども・健康部長、笠

間都市建設部長、宇野審議監、田中会計管理者、田中部次長（上下水道部長

代理）、村山議会事務局長、斎藤部次長（学校教育部長代理）、神頭生涯学習

部長、渡辺監査委員事務局長

（事務局）＜健康づくり課＞金子課長、坂田課長補佐、寺元係長、礒部主任

（こども・健康部）田中部次長

（危機管理室）田畑副審議監、又賀室長

（政策企画課）永里課長、櫻井課長補佐

（シティ・プロモーション課）星加課長

会 議 内 容
（１）新型コロナウイルス対策業務継続計画について

（２）その他

会 議 資 料 第１７回朝霞市新型コロナウイルス対策本部会議次第

会 議 録 の

作 成 方 針

□電磁的記録から文書に書き起こした全文記録

□電磁的記録から文書に書き起こした要点記録

■要点記録

□電磁的記録での保管（保存年限 年）

電磁的記録から文書に書き起こ

した場合の当該電磁的記録の保

存期間

□会議録の確認後消去

□会議録の確認後 か月

会議録の確認方法

そ の 他 の

必 要 事 項

審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等）
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１ 開 会 第１７回朝霞市新型コロナウイルス対策本部会議を行うことを報告

２ 議 題 富岡市長が本部長となり、議事進行を行った。

（１） 新型コロナウイルス対策業務継続計画について

危機管理室

・令和２年４月に本部決定した感染症対策に係る本市の体制について、現状に合わせ

て全体的な見直しをする。

・新型コロナウイルスの特徴や治療法及び対応要領に対する最新の情報が公表された

ことや新たな感染の兆しが見えることから、改めてフェーズ３への備えをする。

・フェーズごとの対応についての変更点として、フェーズ２について、市内発生期（フ

ェーズ２－１）と緊急事態宣言発令時（フェーズ２－２）で２つに分ける。

・今現在は、市職員の感染が判明したため、所属部署の職員の一部を隔離するととも

に、濃厚接触者は自宅待機をしており、フェーズ２－１の市内発生期の状態である

と認識している。

・職場環境の変更点としては、新たに令和２年１０月２９日に厚生労働省が取りまと

めた「新型コロナウイルス感染症の“今”についての１０の知識」と令和２年１０

月２３日に新型コロナウイルス感染症対策分科会から政府へ提言された『感染リス

クが高まる「５つの場面」に十分留意する』を職員に共有し、これらに留意して

対応する。

・今後、感染が拡大し、フェーズ３になった場合は、一部業務の縮小をすることにな

る可能性もある。そのため、今年の４月に、縮小する業務の内容や応援職員の名簿

を各部で出してもらったが、今回改めて見直してもらい、円滑にＢＣＰの体制に移

行できるように準備する必要がある。

（２） その他

市職員の新型コロナウイルス感染について

総務部

・課税課の職員が新型コロナウイルスに感染。１１月１３日に同居家族が発熱し

１５日に自主的に家族とともに本人もＰＣＲ検査を行い、１６日に陽性が判明。なお、

１６日からは出勤はしていない。

・感染者がでたことに伴い、職務スペースとトイレや給湯室等の共有スペースの消毒

を行った。

・職員の内、濃厚接触者は一緒に食事をした４名で、１７日にＰＣＲ検査を行い１９

日に結果がでる予定。なお、濃厚接触者は自宅待機している。両隣の席の職員につ

いては、濃厚接触者になっていないが、今週いっぱい休みをとらせている。
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・ホームページへの掲載、議員への公表、記者発表については１６日に実施。その他、

東京新聞から取材があった。

集団感染が発生したＳＯＭＰＯケア ラヴィーレ朝霞の状況について

福祉部

・ＳＯＭＰＯケア ラヴィーレ朝霞の続報について、昨日１名亡くなり、死亡者が計

６名となる。１７日に介護施設、障害者施設に対して注意喚起の通知を出した。

３ 閉 会


